
を
奥
へ
ら
れ
た
。
後
闘
人
そ
の
命
に
服
せ
ず
、
土
冠
一
ザ
ト
里
鳳
至
郡
南
志
見
郷
に
臨
す
る
部
落
。

大
に
起
り
、
秀
吉
は
鎮
西
の
諸
大
名
に
命
じ
援
兵
を
一
ザ
ト
ウ
窟
頭
座
頭
は
男
子
の
盲
人
で
、
検
校

建
っ
て
之
を
平
定
せ
し
め
た
。
成
政
恐
健
し
、
十
六
一
の
配
下
に
あ
る
者
で
あ
る
が
、
武
家
・
町
方
に
吉
凶

年
E
用
大
坂
に
上
っ
て
陳
謝
し
た
が
臆
さ
れ
ず
、
命
一
あ
る
時
、
米
銭
を
競
ふ
の
特
櫨
を
認
め
ら
れ
て
ゐ

じ
て
尼
ヶ
時
に
拘
し
、
間
五
周
自
刃
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
一
た
。
そ
の
施
奥
の
額
は
、
固
よ
り
一
定
の
慣
習
が
あ

成
政
時
に
年
五
十
0

.

一
る
課
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
等
の
意
に
満
た
ぬ
時

サ
ツ
サ
ホ
タ
ジ
ン
佐
佐
北
盛
金
稼
の
俳
人
。
一
は
、
多
人
数
を
糾
合
し
て
強
請
す
る
者
も
あ
っ
た
か

百
々
庵
と
稽
し
た
。
遺
構
一
峰
。
石
浦
町
に
住
し
て
一
ら
、
享
保
元
年
務
は
般
に
之
を
戒
め
、

R
つ
施
物
を

彫
刻
を
業
と
し
、
明
治
三
十
二
年
六
周
囲
日
七
十
八
一
受
け
る
鑓
に
二
人
以
上
岡
行
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を

践

を

以

て

残

し

た

。

一

規

定

し

て

、

検

校

漣

名

の

諦

容

を

徴

し

た

。

後

賛

瞬

間

ザ
ツ
ノ
ト
ヂ
ノ
キ
雑
能
登
路
記

4
ノ
ト
メ
イ
一
元
年
検
校
等
は
、
先
の
上
書
に
不
備
の
鮪
が
あ
っ
た

セ

キ

シ

能

菅

名

跡

志

。

一

と

い

ふ

の

で

、

改

定

を

申

諮

し

、

永

惜

の

規

範

を

定

サ
ツ
マ
イ
号
寵
摩
字
麓
陣
芋
に
就
い
て
は
、
一
め
た
。

明
和
元
年
入
居
廿
四
日
附
御
算
用
場
か
ら
謹
所
奉
行
一
ザ
ト
ウ
イ
エ
モ
ン
佐
藤
伊
右
衛
門
越
前
府
中

に
射
す
る
沼
牒
に
、
醸
陣
芋
・
琉
球
芋
を
領
内
に
生
一
に
於
い
て
前
田
利
家
に
仕
へ
、
利
長
に
毅
し
た
o
伊

産
せ
し
め
よ
と
の
令
が
あ
り
、
越
申
に
出
来
す
る
と
一
右
衛
門
閣
僻
す
る
時
、
子
甚
兵
衛
幼
に
し
て
跡
目
を
襲

は
聞
い
て
居
る
が
、
今
も
存
す
る
や
否
や
と
い
ふ
こ
一
が
ず
。
後
棒
村
氏
を
胃
し
、
寛
永
八
年
・
諸
国
勘
兵
衛

と
が
醤
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
六
年
本
多
利
明
一
の
奥
カ
と
な
っ
て
二
百
石
を
領
し
た
。

が
金
揮
に
来
た
時
、
宮
腰
・
大
野
・
黒
棒
舟
・
木
棒
・
高
一
ザ
ト
ウ
キ
Z

号
ン
佐
藤
喜
右
衛
門
百
五
十
石

松
等
の
砂
滋
に
之
を
槌
ゑ
れ
ば
好
果
を
得
る
で
あ
ら
一
を
領
し
、
実
和
三
年
夜
。
子
源
相
織
い
で
務
に
仕
へ

う
と
説
い
た
こ
と
を
政
隣
担
に
載
せ
て
あ
る
か
ら
、
一
る
。

向
そ
の
頃
は
こ
の
地
方
一
一
般
に
栽
培
す
る
こ
と
が
な
一
ザ
ト
ウ
キ
ユ
ウ
Z

モ
ン
佐
藤
久
右
衛
門
前
旧

か
っ
た
と
見
え
る
。
然
る
に
天
保
中
に
至
っ
て
能
登
一
利
長
に
松
任
に
於
い
て
仕
へ
、
七
百
石
を
領
し
、
大

に
甘
穏
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
七
年
越
中
の
費
回
磁
一
翠
寺
陣
に
従
ひ
、
蹄
後
三
百
石
を
加
へ
、
鹿
長
十
四

が
そ
の
地
に
放
行
し
た
時
に
書
い
た
能
州
国
暦
に
よ
一
年
夜
。
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
る
。

っ
て
知
る
べ
く
、
越
中
に
は
之
が
無
い
と
言
う
て
ゐ
-
ザ
ト
ウ
コ
ウ
ザ
イ
佐
藤
衡
清
濁
稽
衡
平
。
初

る
。
叉
加
賀
で
は
、
天
保
餓
舗
の
後
藩
定
関
海
房
清
一
名
は
砦
弁
水
調
。
文
政
八
年
金
禄
に
生
ま
れ
、
書
を

が
、
初
め
て
そ
の
移
植
を
石
川
郡
本
音
に
奨
励
し
た
一
義
究
冬
吾
に
盛
・
び
、
謹
に
最
も
蓋
共
昌
の
筆
窓
を
得

と
停
へ
、
且
つ
九
年
十
周
に
歪
り
、
従
来
甘
務
は
専
一
た
。
維
新
の
後
患
校
教
育
に
従
事
し
、
明
治
十
九
年

ら
他
倒
産
を
用
ひ
た
る
が
故
に
ロ
銭
を
徴
し
た
が
、
一
六
十
二
援
を
以
て
裂
し
た
。

近
年
領
内
に
産
す
る
か
ら
該
口
銭
を
駿
止
す
る
と
の
一
サ
ト
ウ
シ
ゲ
マ
ザ
佐
藤
重
政
逝
縛
久
右
衛
門
。

命
が
あ
っ
た
か
ら
、
恐
ら
く
は
能
菅
の
栽
培
が
最
も
一
実
は
久
右
衛
門
某
。
慶
長
五
年
大
翠
寺
陣
に
従
う
て

早
か
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
新
知
二
百
五
十
石
を
受
け
、
前
田
利
常
の
部
屋
附
と

サ
ツ

i
サ
ト

な
り
、
十
四
年
矢
の
越
知
の
内
七
百
石
を
腸
は
り
、

足
輝
頭
と
し
て
大
坂
繭
度
の
陣
に
従
ひ
、
元
和
一
冗
年

百
石
を
加
ヘ
、
悦
嗣
光
高
に
附
毘
し
、
寛
永
十
五
年

二
百
石
を
加
へ
千
石
を
領
し
た
。
翌
十
六
年
波
。

ザ
ト
ウ
タ
ケ
ヒ
デ
佐
藤
武
英
沼
稽
右
八
郎
。

加
賀
務
の
足
鰻
で
あ
っ
た
。
容
貌
魁
偉
資
検
傑
惇
、

人
呼
ん
で
鬼
佐
藤
と
稽
し
、
民
民
の
役
越
後
に
縛
職

し
1

凱
旋
し
て
務
の
中
尉
と
な
っ
た
。
醤
腕
の
後
取

を
石
川
鯨
響
療
に
奉
じ
、
避
卒
少
長
よ
り
九
等
警
部

に
鑑
み
、
明
治
十
一
年
島
田
一
良
が
審
議
大
久
保
利

逝
を
暗
殺
せ
ん
と
し
た
時
斡
旋
す
る
腕
少
く
な
か
っ

た
。
之
を
以
て
紀
尾
井
町
の
艶
後
終
身
禁
獄
に
鴎
せ

ら
れ
、
十
二
年
喪
心
し
て
石
川
島
段
獄
に
憤
死
し

た。品
切
ト
ウ
タ
安
ハ
キ
佐
藤
静
刀
幼
よ
り
前
回
利

常
に
仕
ヘ
、
随
安
十
四
年
交
久
右
衛
門
ハ
初
代
〉
の
回

分
知
三
百
石
を
受
け
、
大
小
綿
番
顕
に
任
じ
、
大
坂

雨
脚
に
は
櫛
同
を
勤
め
、
凱
旋
の
後
百
石
を
加
へ
、

次
い
で
光
高
に
殺
し
、
寛
永
十
四
年
二
百
石
を
増

し
、
十
五
年
波
し
た
。

ザ
ト
ウ
ナ
ホ
チ
カ
佐
藤
直
周
逝
稽
平
左
衛
門
。

佐
藤
久
右
衛
門
ハ
初
世
〉
の
二
子
帯
刀
か
ら
六
代
の

孫
。
除
四
百
石
、
大
小
将
組
に
斑
し
た
が
、
在
江
戸

中
永
原
際
左
衛
門
の
万
を
艶
み
、
費
隠
十
二
年
十
二

用品
u
九
日
露
顕
し
、
十
三
年

E
n
一
一
類
預
け
と
な

り
、
七
局
入
牢
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
和
元
年
三
周
五
日

獄
死
し
た
。

ザ
ト
ウ
ナ
ホ
ユ
キ
佐
藤
直
之
通
穂
典
=
一
右
衛

門
。
初
め
挫
臣
秀
吉
に
仕
へ
た
が
、
躍
長
十
九
年
前

田
利
長
の
巨
と
な
っ
て
二
千
石
を
受
け
、
足
蝿
頭
・

御
馬
廻
顕
に
臆
任
し
て
元
和
五
年
残
し
た
。

ザ
ト
ウ
ナ
日
夕
ネ
佐
藤
成
種
逝
穏
仲
左
衛
問
。

組
外
に
麗
し
、
線
三
百
石
を
受
け
た
。
元
総
七
年
殴

議
a 

作
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
在
職
二
十
五
年
頗
る
そ
の
事

務
に
長
け
た
が
、
貞
享
三
年
小
物
成
の
徴
集
素
鼠
の

紋
を
上
申
し
、
迭
に
罪
を
得
て
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、

五
年
五
周
十
八
日
自
害
し
た
。
そ
の
子
主
居
、
後
に

今
枝
氏
の
奥
カ
と
な
り
、
二
百
石
を
受
け
た
。

ザ
ト
ウ
パ
シ
窟
頭
橋
金
棒
僑
梁
記
に
‘
『
座
顕

橋
、
池
の
小
賂
に
有
之
』
と
あ
る
。
倉
用
用
水
に
架

け
ら
れ
た
も
の
で
、
往
時
池
J

小
賂
に
盲
人
が
儒
住

し
た
故
に
橋
名
に
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
今
は
絶

え
て
無
い
。

ザ
ト
ウ
ヒ
ロ
キ
ヨ
佐
藤
康
清
遁
稽
助
左
衛
門
。

元
利
九
年
前
田
利
常
に
仕
.
へ
、
寛
永
二
年
新
知
二
百

石
を
受
け
、
六
年
焚
鹿
宗
の
諮
知
の
内
百
石
を
併
せ
、

寛
文
元
年
改
作
事
行
に
任
じ
、
貞
享
二
年
七
十
六
践

を
以
て
夜
し
た
。

ザ
ト
ウ
ヒ
ロ
ム
ネ
佐
藤
康
泉
.
遁
稽
武
内
。
初

め
柴
田
勝
家
に
仕
へ
た
が
、
実
正
十
一
年
前
閉
利
家

の
臣
と
な
っ
て
三
百
石
を
領
し
、
名
を
氏
寛
と
改
め

た
。
後
大
坂
再
役
に
敵
首
一
を
得
、
寛
永
六
年
授
。

子
張
藩
に
世
襲
す
る
。

サ
ト
ウ
モ
ト
ト
モ
佐
藤
元
知
遇
稽
儀
左
衛
門
。

務
士
今
枝
氏
の
奥
カ
で
、
兵
犠
は
有
様
氏
の
高
弟
で

あ
っ
た
。
文
政
三
年
以
降
村
松
古
田
右
衛
門
と
謀
っ
て

心
壌
を
そ
の
家
に
講
じ
、
天
保
十
年
十
周
二
日
七
十

二
歳
で
授
。
元
知
は
鋭
を
克
己
庵
叉
は
金
隈
堂
と
い

う
て
、
和
倉
湯
治
夢
物
詩
・
務
凶
武
夫
干
城
録
等
を

著
し
た
。

ザ
ト
ゴ
里
子
古
く
村
方
で
農
事
に
使
役
す
る

事
公
人
を
い
う
た
。
前
回
綱
紀
時
代
延
箆
七
年
正
周

附
の
加
賀
郡
頭
援
百
姓
人
員
取
調
書
に
、
『
武
千
五
百

八
拾
人
加
賀
郡
蹟
援
惣
人
数
。
内
百
拾
審
人
御
侍
方

奉
公
人
。
六
人
寺
方
奉
公
人
。
四
拾
萱
人
町
方
奉
公

人
。
武
百
四
拾
七
人
里
子
奉
公
人
。
四
百
武
拾
八
人

三
四
三


